
平成２３年４月 

災害対策本部 

東日本大震災時系列まとめ 

 

 Ⅰ．在校生徒対応 

  月 日 内容 

３月１１日（金） １４：４６ 地震発生。緊急放送により一次避難指示。 

二次避難で陸上競技場に避難指示。大津波警報発令により、２階ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷに全

校生徒誘導。降雪・防寒対策として、教員が各教室から防寒着を持ってきて生

徒に渡す。校舎・教室の安全確認後各教室に誘導。 

１階教室を避けて、２階３階４階、中１は高３文Ⅰ教室と大会議室に移動。 

中１生は、６Ｃ・６Ｄ・大会議室に移動。 

停電・ガス・上下水道使用不可・サーバー停止 

危機管理委員会を開き今後の対応を決定。 

各教室で点呼後、携帯電話（生徒個人のもの）や公衆電話等により、保護者と

連絡をとらせ、連絡がとれた生徒から帰宅させる。 

正門前に受付け用テントを張り、教員が帰宅生徒のチェックと、学校に迎えに

来た保護者に、生徒引き渡し。受付テントで保護者・生徒名を確認し、各教室

まで走り生徒へ連絡・正門まで連れていく。高３教員６名程度で対応。 

メール配信 内容 

（生徒全員避難・全員無事である。津波の影響を考慮して、ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷﾆ避難） 

（保護者に直接引き渡せる生徒から下校。他の生徒は教室に待機。） 

（明日は臨時休校） 

２１：００ 保護者と連絡の取れない生徒３００名を学内に宿泊させることを

決定。 

それぞれの場所に教員が宿泊。夜間に保護者が迎えに来る場合を考えて、正門

前受付テント担当者、各部屋担当者が交代で勤務。２４時間態勢をとる。 

備蓄品なし。東北学院大学泉キャンパスに向かい乾パン・水（１０箱）・毛布（５

０枚）を貰ってくる。 

灯油・ストーブ・懐中電灯・トランシーバーなどの準備。飲料水の準備（教職

員からの差し入れ）。夜、公園に行き、水を汲んでくる。（教員対応） 

寄宿舎生は、寄宿舎で生活。 

待機生徒（２３：４０現在） 

中１  ２５名  中２ ３６名  中３ ３８名 合計９９名 柔道場 

高１  ９１名  図書室 

高２ １０８名  合宿所１階 

高３   ２名  合宿所１階 

総 計 ３００名 宿泊 

３月１２日（土） 生徒対応は前日と同じ。 

東北学院土樋キャンパスに向かい、乾パン・ＥＲ・水をもらってくる。 

食料（米・野菜・果物・調味料・お菓子・ガス・衣類・洗面用具等の準備。） 

朝 乾パン（２人で一缶）とジュース（一人１本） 

昼 ＥＲ（一人一袋）とジュース（一人１本） 

夕 ＥＲ・飲料水を支給。炊き出し（汁物）支給 

教職員有志による焚きだし。 

教職員１２時間交代で勤務態勢をつくり生徒・保護者対応。 

電気保安協会に電気復旧の要請をする。 

トイレは体育館１Ｆのみ使用 



待機生徒（帰宅のめどが立たない生徒数） 

中１ １７名  中２ １９名  中３ ２２名  

高１ ４２名  高２ ３８名  合計１４０名 

待機生徒数減により、１４：００全員図書室に集める。 

宿泊 ５５名 

寄宿舎生２６名は寄宿舎で生活 

３月１３日（日） 地震対策本部設置 

教職員役割分担表を作成（生徒対応・物資調達・炊事班）し、対応。 

物資調達・・・宮城野区役所（震災対策室）に電話で本校の状況（生徒６０名

を避難させている旨）を連絡。物資支援を要請。 

現在対応ができるか未定であるとの返事。しばらく待ってほしいと告げられる。

また、新田小学校が指定避難所なので、そこに並んで食料を確保してほしいと

のこと。食事は炊事班が担当。食材は教職員からの差し入れによる。 

（株）小山ふとんから寝具一式（５０組）借入（教員が運搬する）。 

前田建設より発電機・仮設トイレ３基の設置 

※教室に私物を取りに来る生徒への対応。（必ず教員が引率する） 

待機生徒（朝７：３０現在） ４７名 

（中１ ４名 中２ ７名 中３ ７名 高１ １３名 高２ １６名） 

朝 ＥＲ（一人一袋）とジュース（一人１本） 

昼・晩から焚きだし（おにぎり・ゆで卵・野菜炒め・味噌汁等準備）  

タイムスケジュール作成 勉強・読書・スポーツ・休養の時間をつくる。 

運動不足解消のため、朝 体操 

１１：００～１６：３０ カウンセラー２名（佐藤先生・鈴木先生）来校。生

徒全体の話と教員による個人相談）メンタルケアチェック（不調者なし） 

３月１４日（月） 待機生徒全員２５名を図書室に集める。 

帆足先生・田中広先生が宮城野区役所対策本部に、避難している生徒の人数・

状況・学内の状況を説明。とりあえず避難所指定をする旨を告げられる。再度

連絡待ち。 

１３：００～カウンセラー１名（佐藤先生）来校。個人面談実施 

メール配信 内容 

（3月 24 日（木）まで臨時休校。3 月 25 日（金）8：30～終業式。 

 3 月 30 日（水）10：00～ 中学校卒業式。終了後進学手続き実施） 

待機生徒（朝７：３０現在） ２５名 

３月１５日（火） 区役所より水・食料の配給の連絡。岩井さん・帆足先生が本校所有の軽トラッ

クで区役所へ出向く。（食料・水・七輪・ガスコンロ・乾電池・肉魚の缶詰・下

着・靴下等）の配給を受ける。また、緊急車両扱いのガソリン給油伝票を受け

取り、本校所有の軽トラック・バン両車に給油。仮設トイレの汲み取りを要請。

衣類などの配給も願い出たところ、鶴谷の消防学校が大規模な物資集配所にな

っているので行ってみるとよいと告げられる、区役所から事前に連絡を取って

もらう。消防学校では、衣類（ポロシャツ・Ｔシャツ・パンツ等）・食料・水な

ど希望物資を聞かれほぼすべての支援を受けることができた。 

帰校後待機生徒にそれぞれ１着ずつ支給。 

東北電力塩釜営業所へ出向き、本校の状況を説明し回復の時期の説明を受ける。

説明の中で、事前に保安協会での点検を受けておくことを説明され、その足で

電気保安協会へ出向き、早期に点検をしてもらうことの要請。翌日学校の点検

を行うことが決まる。 

待機生徒の診察（やまだ内科・胃腸科クリニック 山田真司医師来校。内服薬

の相談） 



３月１６日（水） 電気安全保安協会来校。電気系統の確認。 

夕刻、電気復旧。トイレ復旧。情報システムサーバジャッキアップ完了。 

待機生徒（朝６：３０現在） １１名（２名 下痢等の体調不良） 

生徒引き取りに来た保護者以外の方への対応を確認 

メール配信 内容 

（電気保安協会の検査終了。18：04 電力復旧。） 

３月１７日（木） ３月１１日欠席生徒の安否確認。 

上下水道復旧。トイレ使用可。 

情報システム サーバジャッキアップ完了しサーバー回復。 

待機生徒（朝６：３０現在） ７名＋（寄宿舎生６名） 

３月１８日（金） 待機生徒７名を合宿所に移動。（合宿所の安全確認が完了したため） 

１３：００～荷物移動 寄宿舎で風呂に入れる。 

教室に私物を取りに来る生徒への対応として、必ず教員が引率していくことを

確認し実施。（紛失物は一切なかった） 

県教委・市教委・他私学の動向を調査 

３月１９日（土） 校務委員会（10:00～）今後の日程について決定。 

 ・終業式・卒業式の中止 

 ・進級判定会議について 

 ・入学式４月下旬に繰り下げ 

 ・授業日数は夏季休業期間で調整 

再度消防学校に出向き、物資支援を受ける。 

待機生徒７名 

３月２０日（日） メール配信 内容 

（３月３１日（木）まで休校。終業式・卒業式は中止。内部進学者の入学手続

き日は変更なし。詳細は、２２日以降に個別に連絡する。） 

（新中１・高１オリエンテーションは４月に延期する。日程は後日連絡） 

３月２２日（火） 職員会議１３：００～（進級・卒業判定・今後の日程について） 

待機生徒３名帰宅（石巻方面２名・亘理方面１名）教員が送り届ける。 

工業用水復旧。 

寄宿舎生１名（高校３年リーダー）帰宅。 

２３日以降の生徒対応の教員役割分担作成（２名で対応） 

生徒安否確認（生徒被災状況を各家庭に電話で確認。26 日までに報告） 

３月２４日（木） 被災状況集計 

メール配信 内容 

（３月３０日（水）職員会議は、１１時から実施） 

３月２８日（月） 高校２次手続き 

３月２９日（火） 校務委員会（10:00～）４月の行事について 

３月３０日（水） 内部進学者入学手続き（10:00～） 

職員会議（11:00～ 4 月行事について）・教員室机移動 

３月３１日（木） ガス復旧。 

メール配信 内容 

（保護者宛文書を発送。在校生登校日は、４月１８日（月） 

４月１日（金） メール配信 内容 

（４月４日（月）10:00～ 職員会議実施） 

４月７日（木） 余震により上下水道・電気・ガス・サーバー停止 

８日以降の教員役割分担作成（２名で対応） 

校務委員会（10:00～）平成 23 年度行事予定の一部変更 

４月８日（金） 職員会議（10:00～）平成 23 年度行事予定の一部変更 



互助会総会 

部活動再開に向けて、部室・練習場所の安全確認。 

在校生保護者全員に、今後の日程について文書郵送 

４月８日から４月２６日まで臨時休校。 

４月１１日（月） 石巻方面からのバス利用者調査 

４月１８日（月） 在校生登校日（10:00）安否確認・大掃除・私物の持ち帰り 

中３卒業生に卒業証書、賞状・賞品授与（中学校全体で行う） 

中学生に教科書配布 

４月１９日（火） 学年会・部会 

部活動再開。自習室開放。ともに、保護者から参加同意書をとり対応。 

自習室に監督者を配置。（9:00～15:00 １時間交代） 

４月２２日（金） 新中１オリエンテーション 教科書配布 

４月２３日（土） 新高１オリエンテーション 学用品・教科書販売 

４月２７日（水） 始業式（8:20） 

４月２８日（木） 入学式（13:00） 

４月３０日（土） 授業開始 

 

 

Ⅱ．生徒被災状況（平成 23 年 3 月 24 日現在）（個人情報のため、氏名は公表せず） 

１．家族・同居人の安否確認（保護者・家族が行方不明・死亡の場合）  

学年 生徒氏名 死亡 行方不明 備 考 

  母 

 祖母  

 祖父  

 父  

  父 

 祖父  

 祖母  

 父  

 祖母 祖父 

  祖母 

 本人  

 本人 祖父 祖母 

 

 

２．現在の住所が自宅以外の生徒の人数（学年集計） 

 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 合計 除高３

親戚・知人宅 １７ １６ １７ ３０ ４６ ８ １３４ １２６

避難所 ０ ０ １ １ １ ４ ７ ３ 

 

 



３．家屋に被害のあった生徒人数（学年集計） 

 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 合計 除高３

全壊 ０ ４ ３ ６ ７ ７ ２７ ２０ 

半壊 ６ ４ ７ １５ ８ ５ ４５ ４０ 

その他 浸水６

不明１

水没１ ３  浸水 10   ２１ 

 

 

Ⅲ．今後の通学手段（特にＪＲに関して）（学年集計） 

  ※運転再開予定  東北本線（仙台～岩切）３月中運転再開予定 

東北本線（岩沼～仙台）（岩切～利府）４月上旬運転再開予定 

           仙山線（仙台～愛子・山寺～山形）４月上旬運転再開予定 

           仙石線（青葉通り駅～小鶴新田）３月２８日運転再開 

           東北新幹線 ４月中運転再開予定 

 ◎乗降駅が上記の区間外の生徒人数（乗降駅に関しては生徒記録を参考にしてください） 

 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 合計 

東北本線 ９ ３ １２ １５ １７  ５６ 

常磐線 ２ １ ４ ６ ３  １６ 

仙山線 ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

仙石線 ３６ ３１ ２５ ２７ ４１  １６０ 

阿武隈急行 ０ ０ ０ ２ ０  ２ 

東北新幹線 １ ０ ０ ０ ２  ３ 

それ以外 ０ ０ ｱｸｾｽ線１ ０ ０  １ 

  ※高３は調査せず 

 

Ⅳ．その他（保護者の要望など特記すべき事項） 

・中２ 寄宿舎入寮の希望、問い合わせ（３名） 

・中２ 石巻、塩釜、七ヶ浜方面のスクールバス運行の希望（３名） 

・中２ スクールバスの新規申し込み希望（地下鉄が全線復旧しない場合）（１名） 

・中２ 奨学金申請の希望（１名） 

・高 1 スクールバス運行の情報がほしい 

・高 1 ４月１日以降の予定は？ 

・高１ 月浦賞の扱いはどうなのか？ 

 

 

 



Ⅴ．平成２２年度行事予定の変更（平成２３年３月２２日決定） 

 ①中学校卒業式の中止 

 ②高校入試 合格手続き日程変更 

 ③中学校・高校 オリエンテーション日程変更 

 

 

Ⅵ．平成２３年度行事予定の変更 

 ①学習オリエンテーションの中止 

 ②始業式・入学式の延期 

 ③登校日の設定 

 ④中１キャンプ（５月実施）の中止 

 ⑤臨時休業（１６日）の補填のため、１学期の土曜日は授業。８月１７日２学期始業式とする。 

 

 

Ⅶ．生徒・保護者支援 

①石巻方面の生徒の通学手段の確保 

  ４月１１日調査（生徒３６名） 

  石巻駅前⇔河南ＩＣ⇔矢本ＩＣ⇔鳴瀬奥松島ＩＣ⇔学校  １往復準備 

  運行期間４月２７日（水）～６月３０日（木）予定 

  回数券方式 

 ②教科書・副教材・体育着・学生服・文房具などの手配・配布 

 ③被災した生徒への経済的支援（東日本大震災の被災に伴う緊急給付奨学金）（保護者死亡・家屋の全 

半壊・流失・失職・原発事故による避難指示等） 

④カウンセリングの実施 

⑤本田恵子先生 講演会 演題『災害後の心のケア ～子どもたちのＳＯＳへの理解と対応～』 

（本校保護者・東北学院教職員・近隣小中学校保護者対象） 

 

Ⅷ．教職員被災状況・支援内容 

 （１） ①家屋の全壊 １名 ②家屋の半壊 １名 ③床上浸水 １名 ④自宅マンション撤去指示 ２名 

（２）支援内容  見舞金 

 

 

Ⅸ．問題点 

（１）食糧・水・毛布・医薬品などの備蓄が十分にできていなかった。 

（２）危機管理マニュアルが徹底されなかった。 

（３）待機生徒が自転車・徒歩で帰宅する際、保護者との連絡が取れた旨自己申告をさせて帰宅させた 

が、実際は保護者と連絡を取らずに申告して帰宅した生徒がいた。数日間、生徒の居場所が把握 

できない状況になった。 

（４）待機生徒を保護者以外の方に引き渡す際、引き取り先の方の氏名・連絡先など用紙に記入して頂 

いたが、教職員の対応が徹底していなかったがために、保護者が迎えに来た時に生徒が学校にい 

ない状況があり、引き受け先も分からず問題が生じた。以降、引き取りに来られた方の氏名等、 

確実に文書にして保管を徹底した。 

 

 

 

 

 

 



Ⅹ．施設被災状況と復旧状況 

  鐘楼  礼拝堂天井ダクト脱落  天井裏鉄骨ボルト破損  体育館倉庫水漏れ   

体育館温水器配管より水漏れ  体育館入口ドア 一部隆起により開閉不能 管理棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ停止 

管理棟 1 階用務員室前床ひび割れ  野球場ネット破損  野球場ネット上部横支柱落下 

雨天練習場地割れ・地盤沈下  ラグビーポールぐらつき  ﾃﾆｽｺｰﾄ脇ｸﾞﾗﾝﾄﾞ門監視カメラ停止 

防火シャッター降下  除害設備処理機器ヒーター故障  正面玄関ドア故障   

外構地盤沈下・隆起・地割れなど  中庭地盤沈下・隆起・地割れなど   

ｻｯｶｰｸﾞﾗﾝﾄﾞ防球ネットのｸﾛｽﾜｲﾔｰ緩み  ﾃﾆｽｺｰﾄ出入り口ドアの不具合  建物周り   

寄宿舎外周りの舗装陥没  各ＥＰＳ箇所 1 階北校舎と体育館の連絡通路床陥没   

各空調設備の不具合  南門より来客用駐車場ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装路の地盤沈下 

・・・・・外構・鐘楼・中庭を除き、修復完了 

 

※支援物資一覧（別紙） 




